
阪神高速グループでは、業務の変革や新たな価値の創造

を推進していくために、企業競争力の源泉となる特許など

の知的財産や社内システム・データベースなどの知的資産

の確保・利活用について、戦略的な取り組みを進めていま

す。そのうち、組織資産の強化については、現場に密着し

た実用的な知財取得の検討や、自社の強みを発揮できる重

要組織資産を抽出し、社内システムに限らず、例えば阪神・

淡路大震災の被災経験の継承や都市内高速道路における

リニューアル工事のマネジメントなど、これまでの都市高速

道路運営に係るスキルやノウハウも含めて、保護・強化に取

り組んでいます。また、関係資産の強化についても、外部

関係者との交流機会へ積極的に参加するなど、道路事業や

関連事業を通じて、良好なネットワークを構築・維持できる

よう、信頼関係の構築に努めています。

デジタル技術を活用し、道路のライフサイクル全般にわ

たるシームレスで高度なインフラマネジメントを推進しま

す。建設事業においては、生産性向上のためBIM/CIMな

どの3次元データ化を推進するとともに、保全部門への展

開を見据え、これらデータの取得・蓄積を一元化するプラッ

トフォームの構築を目指します。

また、データ融合、予測技術を具備するサイバーインフ

ラマネジメントを目指して、道路インフラを再現するデジタ

ルツインモデルの精緻化を推進するとともに、サイバー空

間における構造物の劣化予測や地震時シミュレーションな

どにより、事前対策や復旧計画の策定など、ストックマネジ

メントやリスクマネジメントを高度化し、安全性向上、価値

創造に挑戦します。

組織資産・関係資産の強化

シームレスで高度なインフラマネジメントの推進～サイバーインフラ・CIM～

サイバー空間に構築した道路構造物

ジャンクション建設におけるCIM活用事例

「技術のチカラ」
ホームページ「阪神高速  技術のチカラ」は、建設技術・維持管理・情報システム、耐震対策など、 

技術者の視点から阪神高速の技術を紹介するサイトです。 詳しくはコチラ

PICK UP

知的資産

人的資産

技術者の育成 組織資産・関係資産の強化

関係資産組織資産
● 経験・ノウハウ
● アイデア

など

● 社内システム
●  知的財産（ブラ
ンド・営業秘密・
知的財産権）

など

●  産官学との
ネットワーク

●  企業イメージ

など

Sustainability Report 2023 52

阪神高速グループの全体像 トップメッセージ 阪神高速グループの 
新たな方向性

阪神高速グループの 
サステナビリティ

ガバナンス報告




